
批

評

常
盤
博
士
著
「
古
賢
の
跡
へ
」
を
包
む

武
　
　
内

義
　
雄

　
古
賢
の
跡
へ
は
、
大
正
九
年
九
月
か
ら
十
年
…
月
に
至

る
ま
で
、
常
盤
博
士
が
支
那
佛
跡
辛
踏
査
さ
れ
た
族
行
記

で
、
そ
の
範
團
は
朝
鮮
、
滞
洲
、
直
隷
、
山
西
、
湖
北
、

江
西
、
江
蘇
、
野
江
の
牽
き
に
亙
り
、
そ
の
記
述
は
四
百

頁
に
近
く
、
百
鯨
の
窩
遣
ハ
が
挿
ま
れ
て
、
装
訂
も
頗
る
立

派
㌘
あ
る
。
博
士
が
北
京
に
到
着
せ
ら
れ
た
時
、
私
も
彼

地
に
滞
在
し
て
み
た
爲
め
、
從
前
著
作
に
よ
っ
て
の
み
想

像
し
た
博
士
の
馨
咳
に
接
し
、
房
山
砲
に
陪
遊
て
る
を
得

た
の
は
幸
で
あ
っ
π
Q
九
月
の
初
に
そ
の
族
行
記
が
完
成

し
た
か
ら
、
之
を
批
評
せ
よ
ご
て
一
部
を
恵
ま
れ
た
Q

　
　
　
第
七
巻
　
　
批
　
評
　
　
常
盤
構
岬
士
著
「
古
眠
鼠
の
跡
へ
」
た
讃
む

　
北
京
で
博
士
に
會
醸
し
た
ご
き
、
そ
の
族
行
の
目
的
ご

，
計
叢
ざ
を
聞
い
て
少
か
ら
ず
戚
干
し
た
。
由
來
時
間
を
度

外
に
し
た
佛
敷
の
研
究
が
、
近
年
歴
史
的
に
傾
い
た
の
は

よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
現
象
で
、
支
那
佛
敷
史
の
著
作
も
少
．
し
は

出
版
さ
れ
、
研
究
家
も
大
分
あ
る
様
だ
が
、
狂
い
支
那
を

電
・
に
時
代
の
前
後
の
み
で
整
理
す
る
事
は
不
可
能
で
、
支

那
佛
敷
史
の
研
究
に
は
是
非
こ
も
時
間
の
外
に
塞
間
の
威

念
を
明
瞭
こ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
博
士
が
久
し
き
間
支
那
佛

敷
史
に
潜
心
さ
れ
て
、
此
度
又
支
那
を
實
地
に
踏
査
さ
れ

た
事
は
確
か
に
有
盆
な
事
で
、
之
に
因
て
年
代
の
前
後
に

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
五
五
　
（
一
五
五
）



　
　
　
第
｝
・
七
巷
　
　
撹
　
詳
　
　
…
常
盤
博
士
著
「
士
ロ
隅
甚
の
’
跡
へ
」
為
脚
讃
む

加
ふ
る
に
地
方
的
分
布
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
支

那
佛
敏
史
上
に
一
時
代
を
劃
す
る
事
で
あ
ら
う
ご
思
っ
た

而
し
て
こ
の
書
を
惑
ま
れ
π
時
、
私
は
蔑
す
る
も
の
、
水

に
蒸
し
た
標
に
、
い
ち
早
く
偲
ん
だ
。
私
は
支
那
に
滞
在

す
る
こ
ご
約
二
ヶ
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
所
得
を
ま
こ
め

る
ビ
し
て
も
こ
の
書
の
当
分
も
か
き
得
な
い
。
博
士
が
僅

か
三
ヶ
月
の
族
行
に
よ
っ
て
、
こ
の
大
著
を
公
に
し
得
ら

れ
た
努
力
は
實
に
驚
嘆
の
露
な
い
。

　
こ
の
書
の
好
評
は
既
に
高
く
、
專
門
家
の
賛
唱
も
二
三

の
新
聞
雑
誌
に
掲
0
，
ら
れ
た
事
だ
か
ら
、
門
外
漢
が
今
夏

屋
上
屋
を
架
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
私
は
盟
・
に
江
南
佛

寺
の
記
述
に
封
ず
る
不
審
を
録
し
て
此
書
を
恵
ま
れ
た
博

士
の
好
意
を
謝
す
る
こ
ざ
・
・
す
る
。

　
江
南
佛
寺
の
最
初
た
る
建
初
夢
の
位
置
に
つ
き
て
博
士

は
南
門
外
報
恩
寺
の
附
近
ε
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
な
る
程

報
恩
寺
琉
璃
塔
圖
や
秣
陵
集
に
は
、
報
恩
寺
を
以
て
建
初

章
及
び
長
干
支
の
趾
だ
ご
か
い
て
る
る
が
、
宋
の
周
癒
合

　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
一
｝
九
山
ハ
　
（
一
五
六
）

の
景
定
建
康
志
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
呉
大
帝
赤
烏
十
年
、
爲
西
竺
康
儒
會
建
難
名
建
初
、
宋

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
有
鳳
翔
集
孤
山
、
因
建
鳳
鳳
憂
於
寺
側
宍
朝
夕
弄
孜
所
引

ご
見
え
て
み
て
、
鳳
風
毫
は
今
の
花
齢
岡
の
地
に
隔
り
城

内
に
あ
る
か
ら
、
南
門
外
の
報
恩
寺
ビ
は
同
じ
で
な
い
ら

し
い
。
叉
元
の
張
鉱
の
至
正
金
陵
新
客
に
も
宮
苑
記
を
引

い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
呉
大
帝
立
大
市
、
在
韓
初
寺
前
、
其
寺
亦
名
大
菰
野
溝
朗

　
佛
寺
放
所
引
、

こ
い
ひ
、
所
云
大
市
は
、
今
の
聚
寳
門
帥
南
門
外
の
西
街

に
あ
る
大
市
橋
の
位
置
に
あ
っ
だ
ご
傳
へ
る
か
ら
、
こ
れ

に
よ
っ
て
も
建
初
志
が
、
大
市
橋
の
北
盗
難
岡
の
鳳
鳳
毫

に
近
い
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。
（
大
市
橋
は
今
城
外
に
あ
っ
て

花
霊
岡
ご
城
壁
を
隔
て
＼
み
る
が
、
こ
れ
は
楊
呉
の
時
築

か
れ
た
も
の
で
、
呉
の
時
に
は
な
か
っ
た
）
惨
落
に
梵
刹

志
を
引
い
て

　
影
野
有
二
、
山
上
爲
上
琵
官
寺
、
李
地
爲
下
翼
官
寺
云
、



　
労
有
保
寧
寺
卦
呉
建
初
寺
也
漸

ご
あ
る
が
、
大
蚊
眞
に
近
い
ら
し
い
。
報
恩
寺
を
建
議
寺

の
玩
ご
い
ふ
は
明
以
後
報
恩
寺
が
榮
え
て
後
我
田
へ
水
を

引
い
た
も
の
で
、
遠
い
記
鋒
ε
合
し
な
い
Q
乃
て
私
は
博

士
が
報
恩
寺
を
建
初
寺
の
趾
ご
見
る
説
に
不
審
を
懐
く
の

で
あ
る
。

　
次
に
同
泰
寺
の
記
述
に
、
同
泰
寺
の
位
置
は
、
南
唐
の

浮
居
客
層
は
圓
寂
寺
、
宋
の
法
賓
寺
ご
す
る
説
ビ
、
城
北

の
外
廓
に
近
い
高
壷
の
上
に
建
つ
準
拠
建
鶏
鳴
寺
ざ
す
る

説
ご
二
つ
あ
る
ご
櫨
四
士
は
流
酌
べ
ら
れ
た
。
六
朝
事
跡
編
類

に
は
第
二
説
に
當
る
記
事
が
あ
り
、
鶏
鳴
寺
の
壁
に
は
古

同
泰
寺
ご
題
し
て
第
二
説
に
相
當
す
る
が
、
同
治
年
間
の

編
纂
に
係
る
懸
軍
に
は

　
鶏
鳴
寺
、
本
質
同
泰
筆
墨
祉
、
土
樽
雨
雲
寺
、
明
男
衆

　
廿
上
界
建
、
名
鶏
鳴
寺
．

と
あ
り
、
叉
陳
作
髭
の
鍾
南
洋
北
蕩
域
志
に
も
同
じ
記
事

が
あ
っ
て
、
梁
の
同
車
寺
、
宋
の
法
弊
寺
、
明
清
の
鶏
鳴

　
　
　
第
七
巷
　
　
掘
脳
　
評
　
　
常
解
㎝
博
十
…
聴
「
古
脳
録
の
跡
へ
」
な
讃
む

寺
は
畢
寛
同
じ
位
概
た
る
こ
ビ
が
知
ら
れ
る
Q
六
朝
事
跡

は
宋
人
の
著
だ
か
ら
鶏
鳴
寺
に
説
き
及
ば
澱
鼠
で
い
、
博

士
の
駈
云
二
説
は
實
は
一
つ
で
あ
る
。
若
し
鶏
鳴
寺
の
外

に
法
野
寺
の
位
畳
を
知
る
こ
ご
が
出
家
る
な
ら
ば
敏
へ
て

頂
き
度
い
。

　
清
原
寺
の
記
事
に
こ
の
寺
は
後
周
の
文
盆
が
佳
し
た
所

で
、
文
盆
は
灘
家
五
宗
の
一
元
る
法
眼
系
の
開
醍
た
る
に

關
ら
す
府
志
等
に
は
そ
の
名
古
に
傳
へ
て
居
ら
滋
ご
憤
慨

さ
れ
て
み
る
が
、
涌
帽
志
に
は
明
か
に

　
清
凍
寺
、
呉
順
義
中
建
、
…
…
南
唐
文
盆
暉
師
滋
場
、

ピ
い
ひ
、
縣
志
に
も

　
南
唐
時
制
凍
寺
文
墨
、
所
謂
法
眼
鐙
也
、
爲
五
号
之
第
四

ご
あ
っ
て
、
其
他
の
書
籍
に
も
文
盆
の
事
を
記
し
た
も
の

が
あ
る
Q
從
っ
て
博
士
は
唯
府
志
だ
け
に
よ
ら
れ
た
か
ら

や
つ
ご
雛
僧
の
案
内
に
よ
っ
て
法
眼
正
宗
清
鞍
懸
上
昇
寂

法
師
の
需
讃
を
見
つ
け
、
法
眼
宗
の
祀
文
様
ご
此
寺
こ
の

關
係
を
確
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
今
少
し
煙
く
地
墨
を
槍
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
五
七
　
（
一
五
七
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
批
　
詳
　
　
常
盤
博
士
著
「
古
賢
の
銚
へ
し
を
讃
む

ら
れ
た
ら
、
自
ら
賜
か
な
事
實
で
あ
る
。
六
朝
事
遊
に
は

心
細
が
此
寺
に
住
し
た
事
を
載
せ
、
江
寧
金
石
待
訪
昌
に

保
大
九
年
後
主
祭
悟
塞
碑
ご
清
涼
寺
玉
響
和
樹
碑
と
を
列

し
て
み
る
、
、
而
し
て
悟
塞
も
文
釜
も
共
に
師
を
同
じ
く
し

て
み
る
か
ら
こ
れ
等
ご
儒
傳
ご
を
比
較
講
究
さ
れ
た
ら
、

文
盆
の
こ
の
寺
に
入
っ
た
因
縁
も
、
存
し
た
年
代
も
、
確

實
に
湧
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
既
に
明
瞭
な
文
面
ご
寺
こ

の
關
係
に
費
す
紙
面
を
、
這
ん
な
問
題
に
費
し
て
欲
し
か

っ
た
。
猶
清
凍
寺
の
西
南
に
あ
る
世
前
葉
楼
を
博
士
は
二

面
明
太
子
投
書
の
遺
玩
を
傳
ふ
ご
記
さ
れ
た
が
何
に
よ
っ

て
知
ら
れ
た
事
で
あ
ら
う
Q
景
定
建
康
志
に
は
昭
朋
太
子

所
書
豪
を
蒋
山
窟
鍾
山
定
林
寺
の
後
峰
に
置
い
て
み
る
。

右
掃
墨
棲
は
愛
重
千
蟻
酸
の
慮
ご
私
は
轟
得
て
み
る
。

　
牛
頭
山
の
位
置
に
つ
い
て
博
士
は
い
た
く
迷
は
れ
た
標

だ
。
帥
ち
「
僧
傳
に
は
添
文
牛
頭
山
ε
あ
り
、
商
圏
に
は

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヵ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
め

南
京
の
南
に
篇
首
山
が
あ
っ
て
牛
頭
山
が
な
い
。
潤
飾
即

へ
　
　
へ

蝋
燭
を
重
く
見
る
ご
き
は
、
目
鮒
の
牛
頭
山
は
鎭
江
の
南

　
　
　
　
　
　
．
箪
一
號
　
　
一
流
入
　
（
繭
五
入
）

や
ら
，
南
京
の
南
や
ら
見
番
が
つ
か
濾
。
鎭
江
の
高
木
氏

に
聞
け
ば
鮨
賦
江
に
も
牛
頭
山
あ
る
を
い
ひ
、
頗
る
迷
っ
た

云
存
し
ご
記
さ
れ
て
み
る
。
然
る
に
顧
磁
禺
の
方
輿
紀
要
に

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
牛
首
山
本
名
牛
頭
由
ご
記
し
、
縣
志
に
は
建
梁
志
を
引

い
て
細
首
出
は
蔵
書
に
所
欝
牛
頭
山
是
也
ご
記
し
て
、
三

二
山
　
即
牛
頭
山
な
る
こ
、
こ
は
明
瞭
で
あ
る
σ
又
博
士
は
潤

州
を
直
江
ご
の
み
考
へ
て
居
ら
れ
る
襟
だ
が
、
唐
の
潤
州

は
鎭
江
に
限
ら
滋
、
更
に
廣
い
地
・
万
を
指
す
。
元
和
群
縣

志
に
よ
る
ご
潤
州
の
下
に
は
丹
徒
、
丹
陽
、
金
壇
、
延
陵

上
元
、
句
容
の
六
縣
が
あ
っ
て
、
牛
頭
山
は
上
元
縣
の
南

四
十
里
に
配
し
て
み
る
。
節
南
京
の
南
の
牛
首
由
も
予
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
範
團
内
に
當
る
。
博
士
は
又
績
高
償
簿
に
、
牛
頭
山
幽

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

栖
寺
及
び
丹
鋸
南
牛
頭
扇
箱
窟
寺
ご
記
す
る
を
擢
摘
し
て

道
宣
は
幽
栖
寺
の
牛
頭
山
を
石
州
帥
鎭
江
こ
し
、
佛
窟
寺

の
牛
頭
山
を
丹
比
即
南
京
ピ
し
て
居
る
ら
し
く
、
頗
る
混

雑
し
て
み
る
と
非
難
さ
れ
て
る
る
が
、
丹
色
ご
い
っ
て
も

石
州
ビ
い
っ
て
も
畢
寛
同
じ
事
ε
、
東
京
市
を
東
京
府
だ



い
っ
た
て
差
支
が
な
い
檬
な
物
で
あ
る
。
鎭
江
に
牛
割
山

ビ
い
ふ
が
あ
る
が
、
牛
頭
山
の
あ
る
こ
ご
は
私
は
知
ら
な

い
。
從
っ
て
滋
宣
の
無
事
は
少
し
も
混
雑
し
て
み
な
い
様

に
思
ふ
Q
そ
れ
か
ら
又
博
士
は
、
道
宣
は
幽
栖
寺
に
も
佛

窟
寺
に
も
牛
頭
山
の
名
を
面
し
て
み
る
が
今
田
は
幽
栖
寺

を
租
堂
山
ご
呼
び
、
佛
窟
寺
を
牛
頭
山
ご
響
け
て
逼
別
し

て
み
る
ご
注
意
さ
れ
た
。
然
し
元
和
郡
練
志
に
も
軍
に
牛

頭
山
の
み
を
暴
げ
て
租
堂
山
を
の
せ
す
、
景
定
言
康
志
に

は
宋
の
大
明
三
年
牛
頭
由
の
南
に
幽
棲
寺
を
建
て
た
が
爲

め
に
幽
栖
山
の
名
が
漣
う
、
こ
の
山
が
法
融
の
蓮
を
得
た

り
し
地
な
る
が
故
に
轟
轟
堂
山
ε
も
い
ふ
ざ
記
す
る
を
見

れ
ば
租
堂
山
の
名
は
後
世
超
つ
た
も
の
で
唐
の
道
宣
の
頃

に
は
矢
張
う
牛
頭
山
の
一
峰
ε
見
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
以
上
は
軍
に
江
南
佛
寺
の
記
述
に
甥
す
る
私
の
不
審
ご

思
っ
た
黙
を
録
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
理
想
を
い
へ
ば

當
然
言
及
さ
る
べ
き
も
の
が
漏
れ
て
居
た
り
岐
路
に
走
っ

た
ビ
思
は
れ
る
黙
も
少
な
く
な
い
。
從
っ
て
こ
の
書
が
大

　
　
　
償
一
廻
塗
　
　
挑
　
評
　
　
常
艘
蝋
構
け
士
著
「
古
賢
の
跡
へ
」
な
袖
齪
も
し

鍵
有
益
で
趣
味
あ
る
著
述
た
る
は
先
輩
の
定
評
あ
る
通
り

だ
が
、
叉
完
全
に
し
て
些
の
誤
り
も
な
い
も
の
こ
い
へ
澱

然
し
こ
の
書
は
族
行
先
か
ら
報
導
さ
れ
た
記
事
に
本
つ
く

も
の
だ
か
ら
、
材
料
の
足
り
な
い
の
は
止
む
を
得
な
い
次

第
で
、
よ
し
誤
謬
や
遺
漏
が
あ
っ
て
も
博
士
の
名
画
を
殿

ふ
筈
は
な
い
Q
更
に
第
こ
同
三
同
の
踏
査
が
實
現
さ
れ
て

最
後
に
支
那
佛
端
整
が
完
成
さ
れ
た
時
に
は
必
ず
時
代
を

劃
す
る
名
著
ご
な
る
に
雨
曇
あ
る
ま
い
。
果
し
て
然
ら
ば

此
の
書
は
實
に
博
士
の
大
事
業
に
饗
す
る
陳
勝
並
存
で
、

記
念
す
べ
き
著
述
こ
い
は
ね
ば
な
ら
諏
。
私
は
切
に
一
日

も
早
く
博
士
の
大
研
究
が
成
就
し
て
世
に
出
で
ん
こ
ご
を

青
る
こ
ご
も
に
、
此
の
書
を
以
て
そ
の
画
報
ビ
考
へ
元
い
。

、

第
　
　
號
　
　
一
五
九
　
（
一
五
九
）


